
資料１－４－１ 

 

 

化学物質に関する簡易モニタリング技術分野の進捗状況 

及び今後の予定について 

 

 

１．平成１５年度の進捗状況 

 

（１） ワーキンググループ（ＷＧ）開催経緯等 

１６年 ２月２５日    第１回ＷＧ開催 

３月３１日    第２回ＷＧ開催予定 

 

（ＷＧ検討員名簿は資料１－４－２参照） 

 

 

（２）実証試験要領 

  

現在、作成中。 

（実証試験の基本的な考え方（案）を資料１－４－３として添付） 

 

 

（３） 実証機関と対象技術名 

  

 今後、選定予定。 

 

 

２．実証試験要領策定にあたっての特記事項 

 

○ 化学物質の測定技術は、測定における精度管理上の問題や既存技術（機器分析等）と

の比較可能性などに特に留意する必要がある。 

 

 

３．今後の予定 

 

○ 実証試験要領を第２回ワーキンググループ後、所用の修正を経て策定、公表する予定。 

○ 実証機関の公募を５月目途で実施する予定。 
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平成15年度環境技術実証モデル事業検討会 

化学物質簡易モニタリング技術ワーキンググループ 検討員名簿 
 

 

 

有薗 幸司（熊本県立大学環境共生学部 教授） 

鑪迫 典久（独立行政法人国立環境研究所 主任研究員） 

中澤 裕之（星薬科大学薬品分析化学教室 教授） 

角脇 怜 （愛知県環境調査センター 応用化学部長） 

古武家善成（兵庫県健康環境科学センター 安全科学部主任研究員） 

下濃 義弘（山口県環境保健研究センター 水質部専門研究員） 

 

＊５０音順、敬称略 

 

＜環境省＞ 

安達 一彦（総合環境政策局環境保健部環境安全課 課長） 

中嶋 徳弥（総合環境政策局環境保健部環境安全課 保健専門官） 

木野 修宏（総合環境政策局総務課環境研究技術室 調整専門官） 

 

＜事務局＞ 

兼綱 孝紀（東和科学株式会社新技術開発部 課長） 

濱田善之助（東和科学株式会社新技術開発部） 

 

＜オブザーバー＞ 

製品開発・供給業者等 
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資料１－４－３ 
実証試験の基本的な考え方（案） 

 
１． 全体的な検討の流れ 

 
流れ 備考

選定の視点 信頼性・実用性・簡便性

評価 選定の実施 基本的な性能

（項目の選定） 実用的な性能

　

段階的な評価 書類審査

方法 室内試験A（標準試料）

（試験の方法） 室内試験B（環境試料）

総合的な評価 評価集計

進め方 公募方法

体制他 　 申請手続

（体制・内容） 実施計画の策定

実施体制の構築

機関の選定 経理的基礎

組織・体制

技術的能力

公平性

　 公正性

検討事項
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２． 実証試験の方針 

 
(１) 対象技術 

本実証試験要領の化学物質簡易モニタリング技術とは、操作・管理の容易性や定量の高

感度化などの特徴をもったもので、そのスクリーニング的な活用や簡易な異常値の監視な

どへの有用性が期待できるものを指すものとする。 

対象とする技術は、本技術による一般環境モニタリングでの利活用の可能性を念頭に、

以下の条件に該当するものとして、抗原抗体反応を応用した酵素免疫測定法（ELISA 法）

による簡易分析技術とする。なお、対象とする化学物質のうち、別途検討が進められてい

るダイオキシン類や、界面活性剤、毒素類及び生理活性物質は除外とするものとする。 

 ＰＲＴＲ法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に

関する法律）対象物質、内分泌攪乱作用が疑われる化学物質等の定量を対象に

したもの 

 一般環境中の微量化学物質を定量する上で利用可能な技術であること 

 一般環境モニタリング（発生源は除く）に利用できること 

 機器分析に比べて、操作・管理等が簡便であること 

 製品化されていること 

 ppb オーダー程度までの定量性能があること 

＊ ＰＲＴＲ：Pollutant Release and Transfer Register 

 

(２) 実証試験の視点 

実証試験は、信頼性、実用性、簡便性の３つの視点から実施する。 

表 1 実証試験の視点 

視点 内容 

信頼性 
一般環境中の化学物質について、信頼性ある定量が可能かについて検

討する。 

実用性 
製品仕様や定量性能等が、一般環境モニタリングの現場において利用

可能かについて検討する。 

簡便性 
製品仕様や操作手順等が、従来の定量技術に比較して簡単かつ容易か

について検討する。 

 

(３) 実証項目の内容 

実証試験は、実証対象製品の基本的な性能と実用的な性能について検討するものとする。 

基本的な性能については、実証対象製品の仕様として環境技術開発者が呈示する事項に

ついて、信頼ある結果が適正に発揮されるか否かをみる点で重要である。 

実用的な性能については、環境試料中には様々な夾雑物質が含まれており、そのことを

鑑みた上で実証対象製品が一般環境モニタリングに利活用できるか否かをみる点で重要

である。 
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信頼性 実用性 簡便性 書類審査 室内試験

１．基本的な性能

①定量範囲 相関 ○ ○ ○ ◎（S1）

②検出下限及び定量下限 標準偏差 ○ ○ ○ ◎（S1）

③繰返し再現性 変動率 ○ ○ ○ ◎（S1）

④日間再現性 変動率 ○ ○ ◎（S1）

⑤プレート間再現性 変動率 ○ ○ ◎（S1）

⑥交差反応性 交差率 ○ ○ ○ ◎（S1）

２．実用的な性能

⑦定量精度 相関 ○ ○ ○ ◎（S2）　＊

⑧前処理妥当性 相関 ○ ○ ○ ◎（S2）　＊

⑨操作簡便性 時間、操作数 ○ ○ ○ ◎（S2）

⑩適用可能性 全般 ○ ○ ○ ◎（S2）

　 　 　 　

S1(標準単一試料)は、分析対象物質又は類似物質の市販標準品による試料

S2(環境一般試料)は、環境中における実サンプルの試料（河川水等）

備考：方法の◎印は評価時により重要となるものを示す。＊は機器分析も同時に行なうことを示す

S1～S2は、下記に示す室内試験で用いる試験用試料の種類を表示したものである。

項目 指標
視点 方法

 
 

(４) 実証試験の方法 

実証試験は、実証対象製品とともに提出された書類内容を確認するとともに、必要な実

証項目について室内試験を行うものとする。 

 

１） 基本的な性能 

製品仕様の信頼性等の観点から、実証対象製品の基本的な性能を検討するため、書類確

認及び室内試験（主に市販標準品を利用）を行うものとする。 

実証項目別に検討する試験概要は、以下に示すとおりである。 

 

① 書類確認 

環境技術開発者が提出した実証対象製品の基本的な性能を確認した資料（性能試験結果

等）について、専門的視点から妥当性等を検討する。 

検討にあたっては、以下のような視点から資料等を確認する。 

 性能試験方法の妥当性 

 性能試験結果の解釈の妥当性 

 実証対象製品の実用面での妥当性など 

 

② 室内試験 

実証対象製品について、分析対象物質の市販標準品の試料を用いて調製した試験用試料

溶液で定量を行い、環境技術開発者が呈示した手法によって作成した検量線を用いて試験

用試料溶液の濃度（実測濃度）を算出する。 



 

平成 15 年度環境技術実証モデル事業検討会 

化学物質簡易モニタリング技術ワーキンググループ会合（第 1 回） 

配布資料（2004.2.25） 

 4

これより、試験用試料用溶液の調製濃度と実証対象製品による実測濃度の比率、実測濃

度の変動係数等から、定量上の誤差や変動について検討する。 

室内試験の手順（案）は、以下のとおりとする。 

 検量線作成用標準溶液の調製 

 試験用試料溶液の調整 

 機器の操作 

 吸光度の測定 

 検量線の作成 

 実測濃度の算出 

 実測濃度の整理 

 評価 

 

２） 実用的な性能 

環境試料への適用性等の観点から、実証対象製品の実用的な性能を検討するため、書類

確認及び室内試験（主に実環境試料を利用）を行うものとする。 

実証項目別に検討する試験概要は、以下に示すとおりである。 

 

① 書類確認 

環境技術開発者が提出した実証対象製品の実用的な性能を確認した資料（性能試験結果

等）について、専門的視点から妥当性等を検討する。 

検討にあたっては、以下のような視点から資料等を確認する。 

 性能試験方法の妥当性 

 性能試験結果の解釈の妥当性 

 実証対象製品の実用面での妥当性など 

 

② 室内試験 

実証対象製品について、環境媒体中から採取した試料（河川水等）を用いて、分析対象

物質を定量し、環境技術開発者が呈示した手法によって作成した検量線を用いて試験用試

料溶液の濃度（実測濃度）を算出する。 

定量は、同時に機器分析も実施し、その相関性等について検討を行うものとする。 

室内試験の手順は、以下のとおりとする。 
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 検量線作成用標準溶液の調製 

 試験用試料溶液の調整 

♦ 環境試料の採取 

♦ 環境試料の前処理 

♦ 環境試料溶液の調整 

♦ 試験用試料溶液の調整 

 機器の操作 

 吸光度の測定 

 検量線の作成 

 実測濃度の算出 

 実測濃度の整理 

 評価 

 

３） 総合評価 

各段階での評価及び全体での評価を実施するものとする。（別添参照） 

 

３． 実証試験結果報告書の方針 

実証試験結果報告書には、実証試験の結果、実証試験期間中に生じた実証項目別の問題

点も含め、主に以下の内容を含めるものとする。 

 全体概要 

 基本原理 

 実証対象技術及び実証対象製品の特性と説明（性能含む） 

 製品製造者（名前、所在、電話番号）と製品型番 

 実証試験実施体制（実証機関と実証試験場所） 

 実証項目別の試験方法 

 実証項目別の試験結果（データはグラフ・表に整理） 

 実証試験結果の検討と考察 

 その他参考資料（実証試験計画） 

 

 

４． 参考資料 

参考資料として、以下の内容をまとめるものとする。 

 実証試験計画 

 実証試験結果の要約イメージ 
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（別添） 

 

提出

申請者資料 自社試験結果 評価1 標準試料 評価２ 環境試料 評価３

１．基本的な性能

①定量範囲 ○～○ppb

②検出下限及び定量下限 ○ppb

③繰返し再現性 変動率○%以下

④日間再現性 変動率○%以下

⑤プレート間再現性 変動率○%以下

⑥交差反応性 交差率○%以下

２．実用的な性能

⑦定量精度 相関係数○ 　

⑧前処理妥当性 相関係数○

⑨操作簡便性 全体時間、操作数

⑩適用可能性 ー

注：自社試験結果を添付

　　室内試験Aは市販標準品を用いた比較検討、室内試験Bは機器分析を用いた比較検討を実施

　　評価は製品の利用用途の可能性等も含めるものとする（要検討）

総合評価項目
STEP1:書類確認 STEP2：室内試験A STEP3：室内試験B
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